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ゲルマニウムフォトニック結晶ナノビーム共振器の作製と光学評価 
Fabrication and optical characterization of germanium photonic crystal nanobeam cavity 
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はじめに：ゲルマニウム(Ge)は引張歪印加により直接遷移化することから、シリコンフォトニク

ス技術における将来の光源材料として注目を集めている 1。我々は、この直接遷移発光の高効率化

を目指し、SiN 膜とビーム構造を利用した高歪ゲルマニウムフォトニック結晶(PhC)ナノビーム共

振器を提案した 2。本構造では、Ge の直接遷移発光と共振器モードの効率的結合が可能であり、

発光特性の改善が期待できる。今回、本構造の基礎となる Ge-PhC ナノビーム共振器を作製し、

共振器モードの観測に成功したので報告する。Ge-2 次元 PhC 光共振器の作製と発光制御につい

ては報告例 3があるが、PhC ナノビーム共振器に関する報告は本報告が初めてである。 

結果： Fig.1(a)に今回作製した Ge-PhC ナノビーム共振器構造の模式図を示す。共振器構造には

格子変調型共振器 4を用いた。作製した構造の SEM 写真を Fig.1(b)に示す。共振器構造は、SOI

基板(Si 10nm, SiO2 2 m)に成膜された Ge(~500 nm)層に形成されており、SiO2は除去していな

い。試料は室温顕微発光測定による評価した。Fig. 2 に、共振器中心部分から励起・観測位置を

変えながら測定した発光スペクトルを、未加工試料のスペクトルとあわせて示す。共振器の中心

部分からの発光で観測される波長 1630nm および 1690nm 付近のピークは、励起・観測位置を中

心から動かすとともに弱くなっていることがわかる。また、未加工試料では同様のピークは観測

されなかった。以上の結果から、これらのピークは、Ge-PhC ナノビーム共振器の共振器モード

に起因すると考えられる。作製プロセス、光学評価の詳細については、当日報告する。 
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Fig.1: Schematic (a) and SEM (b) of a Ge PhC nanobeam 
cavity. Periods of air holes like a1,a2 and a3 are designed 
to be larger as they are far away from the center of the 
cavity.. 

Fig. 2: Room-temperature -PL spectra from different 
positions in a Ge PhC nanobeam cavity and from a 
non-processed bulk area.  
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